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 11 月 2 日（水）、3 日（祝）の 2 日間、文化・芸術の祭典「生涯学習フェスティバル」を開催しました。 

 今年も、日頃の練習の成果を披露すべく各種団体等による「ステージ発表」や絵画や手芸等の「作品展示」

のほか、「健康づくり」「防災」といったブースが設けられ、盛りだくさんの内容で実施しました。 

 3 日は、雨にもかかわらず約 1,000 人の方が訪れ、例年以上に会場は賑わいを見せました。 
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出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

 10 月 14 日（金）、中央公民館講堂において「第 26 回奥の細道天の河俳句大会」が開催されました。 

 今年は昨年を上回る、194 人の方から 970 句の応募がありました。席題の部では、「鳥渡る」「舟・船」を

詠みこんで秋の句という課題の中、『この浦に一生一舟鳥渡る』という句を詠んだ仲野隆之さん（川西）が

見事第一位に輝きました。おめでとうございます。 

 俳句三昧の一日を過ごした参加者は、大変満足された様子で帰宅の途につきました。 

 

 10 月 27 日（木）、町民体育館において「海の手配師」石垣 幸二 氏を講師にお招き

し、小・中学生を対象に「未来の夢子ども体験講演会」を開催しました。 

 講演会では「好きなもの、やりたいことを見つけよう。それが見つかると自分の進む

べき方向のヒントに」など、苦労された体験を交えてお話しされました。 

 石垣氏の新たな挑戦はまだまだ続き、子どもたちも刺激を受けたことと思います。 

 

ひとよ 

出雲崎小学校器楽部 なぎさ会 町民茶会 

健康づくりブース 交通安全ブース 作品展示 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

 8 歳から、すべて憶えている。見たもの、聞いたこと、感

情も全部。でも、さすがにメモリーが限界だ…彼女は、ある

計画を実行する。特殊能力で稼いだ二億円。東大も辞め、一

人で生きていくはずだった。でも、出逢ってしまった…。 

世界が記憶であふれる前に 

･･･岡本 貴也 著 
滝川は青森市出身。八戸市の歓楽街で働いた後、札幌に移

住した。生涯独身で、身寄りもなかったという。真由は、最

後の最後に「ひとり」が苦しく心細くなった滝川の縋ろうと

した縁を、わずかな糸から紐解いてゆく。 

氷の轍  ･･･桜木 紫乃 著 

九十歳。何がめでたい ･･･佐藤 愛子 著 

○ちぎり絵教室 ８日（火）・１５日（火）  ○ノーメディア・デー １０日（木）・３０日（水） 

○英会話教室 １０日（木）・１７日（木）・２４日（木）  ○書道教室 １０日（木）・１７日（木） 

○出雲崎総合大学 １１日（金）・２２日（火）  ○さわスポ教室 １５日（火） 

○ガーデニング教室 １９日（土）  ○出雲崎ッズ ２１日（月）・２８日（月） 

○パソコン教室 ２２日（火）～３０日（水）の平日 

今年 93 歳になる佐藤さん。「暴れ猪」佐藤節が全開。自分

の身体に次々に起こる「故障」を嘆き、時代の「進歩」を怒

り、悩める年若い人たちを叱りながらも、あたたかく鼓舞し

ています。 

君がここにいるということ 

-小児科医と子どもたちの 18の物語- 

･･･緒方 高司 著 

 以前から施設利用者の皆さまから自動販売機の設置を望む声がありましたが、この

たび、中央公民館の１階ロビーに飲料用の自動販売機を設置しました。 

 これからも、皆さまがお気軽に足を運んで利用していただけるよう、公民館運営を

図っていきます。 ※北国街道妻入り会館にも同様の自動販売機を設置しました。 

 大学病院や障害児施設での勤務医などを経て現在の開業

医に至るまでの 25 年間の小児科医としての経験の中で出会

った、18 の物語。 

 

10 月 23 日（日）、秋の企画展『良寛の名品展』のギャラリートークを開催し、

町内、柏崎市、新発田市、胎内市、遠くは東京都から参加者が聴講に訪れました。 

ギャラリートークでは良寛遺墨『柳娘二八歳』に登場する柳娘が、後ろを振り返

る見返りの姿の表現を良寛が何を参考にしたのか。また良寛が『南無不可思議光如

来』をいつ頃書き、またその云われについての説明がありました。 

参加者からは、「いろいろな作品の見方があって楽しかった」等の感想がありま

した。『良寛の名品展』は 12 月 27 日（火）まで開催しています。 

 

 日本初展示の『南無不可思

議光如来』をみて、感嘆のお

言葉をいただきました。 

県農業協同組合中央会並びに県消費拡大推進協議会主催の第 41 回「ごはん・お米と

わたし」作文コンクールにおいて、出雲崎小学校５年の佐藤杏珠さん（てまり団地）が

優良賞を受賞しました。おめでとうございます。一層のご活躍を期待しています。 

◆2016・第 70 回『読書週間』が 10 月 27 日（木）から 11 月 9 日（水）までの間、実施されています。 

今年の標語は『いざ、読書。』です。ぜひ、図書館等で本を手にとってみませんか！ 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

食
ア
レ
コ
レ
… 

食
欲
の
秋
、
味
覚
い
っ
ぱ
い
の
時
季
で
あ
る
。
秋

は
つ
い
過
食
気
味
と
な
り
が
ち
だ
。
な
ぜ
秋
に
な
る

と
食
欲
が
出
る
の
か
？ 

理
由
の
一
つ
に
「
美
味
し

い
も
の
が
増
え
る
時
季
」
も
あ
る
が
、「
夏
は
暑
さ
の

為
に
食
欲
は
減
退
し
が
ち
に
な
り
や
す
い
。
秋
に
す

ご
し
や
す
い
気
温
に
な
る
と
、
人
間
は
基
礎
代
射
量

（
安
静
時
に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
）
が
上

が
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
」
こ
と
も
理
由

の
一
つ
と
専
門
家
は
捉
え
る
。
日
常
的
な
過
食
は
問

題
が
あ
ろ
う
が
、
欲
望
が
働
き
美
味
な
る
も
の
に
食

指
が
動
く
。
味
覚
の
秋
、「
食
ア
レ
コ
レ
」
と
題
し
食

に
関
連
し
た
事
柄
を
少
々
記
し
て
み
た
い
。 

 

◆
【
観
点
１ 

養
生
訓
】 

時
代
は
遡
る
が
貝
原
益
軒
（
江
戸
時
代
前
期 
本

草
学
者
・
儒
学
者 

福
岡
県
出
）
の
著
「
養
生
訓
」

に
は
食
を
通
し
て
の
健
康
へ
の
心
が
け
等
が
記
さ
れ

て
い
る
。 

『
食
べ
物
は
身
体
の
養
分
と
な
る
。
食
べ
過
ぎ
な
け

れ
ば
、
身
体
の
健
康
は
維
持
で
き
る
。
自
分
の
欲
望

を
抑
え
る
の
は
、
健
康
法
の
基
本
で
あ
る
。
食
事
は

腹
八
分
目
。
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
養
生
の
道
と
は
病

に
か
か
っ
て
い
な
い
時
に
行
う
こ
と
で
あ
り
、
病
に

か
か
っ
て
か
ら
行
う
こ
と
は
養
生
の
最
後
の
手
段
で

あ
る
』
な
ど
と
。
耳
が
痛
い
部
分
も
あ
る
。
好
き
な

物
を
楽
し
く
、
美
味
し
く
食
べ
る
の
も
一
理
あ
り
、

業
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
は
あ
る
。 

◆
【
観
点
２ 

子
ど
も
の
朝
食
と
学
力
・
運
動
能

力
の
関
係
】 

国
は
毎
年
、
小
６
・
中
３
を
対
象
に
全
国
学
力
テ

ス
ト
を
行
っ
て
い
る
。
テ
ス
ト
は
「
知
識
・
応
用
力
」

の
学
習
状
況
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
平
素
の
「
生
活

の
実
態
」
も
調
査
し
学
力
の
実
態
を
分
析
す
る
。
そ

の
学
力
・
学
習
状
況
の
全
国
の
結
果
か
ら
、
小
・
中

学
校
と
も
「
学
力
と
朝
食
の
摂
取
」
と
の
間
に
明
ら 

か
な
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ

の
こ
と
は
体
力
・
運
動
能
力
の
調
査
で
も
同
様
な
こ

と
が
言
え
、
し
っ
か
り
朝
食
を
摂
っ
て
い
る
子
ど
も

ほ
ど
学
力
・
運
動
能
力
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

中
村
和
彦
山
梨
大
学
准
教
授
は
朝
食
の
大
事
な
役

割
と
し
て
、
①
眠
っ
て
い
た
体
を
体
温
を
上
げ
て
起

き
た
状
態
に
す
る 

②
体
と
ア
タ
マ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
補
給
す
る 

③
体
調
を
整
え
る
働
き
、
を
上
げ
て

い
る
。
そ
し
て
、
ア
タ
マ
を
活
発
状
態
に
す
る
た
め

に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
り
、「
ち
ょ
っ
ぴ
り

の
、
と
り
あ
え
ず
の
朝
ご
飯
」
で
は
な
く
、
例
え
ば

主
食
と
汁
物
、
お
か
ず
二
品
（
主
菜
・
副
菜
）
な
ど

の
「
か
な
り
の
朝
ご
飯
」
を
推
奨
し
て
い
る
。
当
町

で
は
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
運
動
を
展
開
し

て
い
る
。 

◆
【
観
点
３ 

「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
（
Ｈ
25
）】 

 
和
食
は
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
る
。
登

録
さ
れ
た
事
由
は
、
①
多
様
で
新
鮮
な
食
材
と
そ
の

持
ち
味
の
尊
重 

②
健
康
的
な
食
生
活
を
支
え
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
美
し
さ
・
季
節
感
の
表
現
・
年

中
行
事
と
の
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
（
農
林
水

産
省
）。
日
本
の
、
日
本
人
の
食
文
化
や
伝
統
・
気
質

に
基
づ
い
た
和
食
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
寿

司
な
ど
特
定
な
料
理
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
）
。
心
を
込
め
、
日
本
な
ら
で
は
の 

料
理
を
外
国
人
が
喜
び
、
感
心
し
て 

食
す
る
姿
は
な
ん
と
も
嬉
し
い
。 

  

日
本
の
「
食
」
に
は
「
日
本
の
精
神
」
が
根
底
に

流
れ
て
い
る
。
時
代
と
共
に
社
会
構
造
や
生
活
ス
タ

イ
ル
も
変
り
、
食
生
活
の
考
え
方
に
も
変
化
す
る
部

分
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
秋
は
「
食
」
を
考
え
て
み
る

い
い
時
節
か
も
知
れ
な
い
。 

一
列
の
鷗
の
視
線
秋
黴
雨 

て
ま
り
団
地  

本
間 

加
津 

穭
田
に
籾
殻
を
撒
く
土
作
り 

川  

西 
 

小
股 

正
美
知 

北
国
の
波
路
の
果
て
や
冬
の
空 

尼 

瀬  
 

相
澤 

竹
澤 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

草
の
戸
に
心
も
ぬ
れ
る
秋
時
雨 

尼 

瀬 
  

斉
藤 

凡
太 

ほ
か
ほ
か
の
新
米
ご
は
ん
食
べ
た
い
な 

４
年
生  

 

三
輪 

太
輝 

き
ら
き
ら
と 

ひ
か
り
か
が
や
く
し
ん
ま
い
だ 

４
年
生  

 

金
子 

凛
夢 

蟲
の
音
が
ひ
び
き
わ
た
る
よ
ま
ど
こ
え
て 

６
年
生  

 

小
川 

桂
司 

ま
よ
い
道
蟲
が
な
く
音
に
み
ち
び
か
れ 

６
年
生  

 

諸
橋 

大
生 

赤
と
ん
ぼ
い
ろ
ん
な
仲
間
と
飛
ん
で
い
る 

５
年
生  

 

島
宗 

祐
未 

赤
と
ん
ぼ
枝
に
つ
か
ま
り
そ
ら
を
み
る 

５
年
生  

 

諸
橋 

陸 

つ
い 

り 

ひ
つ
じ 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/2,9,16,30日（水）19：30～21：00 

10 月 20日（木）に行われた「プロ野球ドラフト会議」において、出雲崎町出身（下小竹）の池田駿投手

（23歳・ヤマハ）が巨人から４位で指名されました。教育委員会ではドラフト指名をお祝いする懸垂幕を作

成し、町内各所に設置しました。出雲崎町初のプロ野球選手誕生への期待がかかる池田投手は出雲崎小学校、

中学校を卒業し、新潟明訓高校ではエース左腕として夏の甲子園ベスト 8に輝きました。専修大学に進学後

は東都大学リーグ等で活躍、現在はヤマハ硬式野球部に所属しています。 

池田投手の野球への情熱は小学校の卒業文集からも伝わってきます。（以下本文より抜粋） 

 

 
 

野
球
の
思
い
出 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 
 

駿 

 

ぼ
く
は
、
こ
の
六
年
間
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
一
番
目
の
思
い
出
は
、
五
年
生
の

時
、
野
球
の
秋
季
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
で
す
。
夏
戸
ベ

ア
ー
ズ
と
言
う
チ
ー
ム
が
決
勝
の
相
手
で
、
ぼ
く
は
、
投

手
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
四
対
二
で
優
勝
し
ま
し

た
。
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

優
勝
し
た
後
の
祝
勝
会
が
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。 （

中
略
）
今
年
の
秋
季
大
会
は
残
念
な
が
ら
、
三
位
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

ぼ
く
が
初
め
て
野
球
の
試
合
に
出
た
の
は
、
四
年
生
の

始
め
で
し
た
。
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
れ
ど
、
エ
ラ

ー
を
し
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
五
年
生
の
と
き
か
ら
、

投
手
を
始
め
て
試
合
や
大
会
に
出
て
、
調
子
の
良
い
時
と

悪
い
時
の
差
が
激
し
か
っ
た
で
す
。 

（
中
略
）
来
年
は
、
ぼ
く
は
中
学
生
だ
け
ど
中
学
校
に

行
っ
て
も
、
野
球
部
に
入
っ
て
野
球
を
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。 プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
（
抜
粋
） 

・
好
き
な
事 

 

野
球 

・
将
来
の
夢 

 

プ
ロ
野
球
選
手 

・
大
切
な
物 

 

バ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー
ブ
・
ボ
ー
ル 

・
得
意
な
授
業 

 

体
育
・
家
庭
科 

・
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と 

 

野
球 

⇒
 

⇒
 

  日米親善高校野球大会で力投する池田投手            中学校訪問時の記念写真（前列中央） 

努力を重ね、小学生の頃からの夢を実現しようとしている池田投手の姿は、夢を追う子どもたちにとって

大きな支えになることと思います。夢のプロ野球選手まであと少し。町を挙げて応援しています。 

⇒
 

 現在、出雲崎町も参加している「奥の細道サミット」では 2020 年東京オリンピック・パラリンピックの

聖火リレーに「奥の細道ルート」を誘致するための署名活動を行っています。町民体育館に署名台を設置し

ていますので、多くの皆様のご協力をお願いします。 

⇒
 ⇒

 

出雲崎中学校に飾られている池田投手の写真 

※引用許可済 


